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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策
学校関係者記入欄

コメント

令和元年度　大田区立洗足池小学校　自己評価　報告書

◆教育目標　考える子　思いやる子　元気な子　やりぬく子
★目指す学校像　・「よりよい学校教育がよりよい社会を創る」という理念の下、これからの未来社会を担う児童を育成する学校　・家庭・地域社会との連携を深め、「社会に開かれた教育課程」によってコミュニティの中核となる学校
★特色ある教育活動　・校内研究「外国語に親しみ、進んでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」～主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～　・国際理解教育　　　・スクールバンドの活躍　　・オリンピックパラリンピック教育
　　　　　　　　　　　　　　・放課後算数クラブ　・土曜補習教室　・読書タイム　・完全ノーチャイム　・３０分間の休み時間　・地域班活動　・洗小江戸しぐさ　・夏休みわくわくスクール　・学校支援地域本部（スクールサポート洗足池）

大項目 目標 取組内容 目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

１２月に実施する保護者
アンケート項目「望ましい
人間関係を築けるように
している」の肯定的回答
の割合

４：
９５％
以上

4２：
７５％
以上

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

１：
７５％
以下

各教科を通してコミュニケーション能力の育成
を目指して指導の工夫を行い、言語活動の充
実を図る。

○学校公開授業や一昨年に参加させて頂いた研究発表会などから、外国語活動に熱心
に取り組まれていると感じます。引き続き、本活動を通じての児童学力向上にとりくまれる
ことを期待しております。
○音楽で一生懸命6年生に贈る歌を歌っていた。また、「２分の１成人式」で大勢の先生、
父兄に見守られながら祝福を受けた子たちが、今度は立派に6年生を送り出し、洗小の未
来を担うのだと思い感動した。
○廃材をうまく利用してすてきな絵を作っていてすごいなあと思った。リサイクル社会への
関心をもっている。
○学校に全てきれいなイラストで英語が書いてある。特に階段はすばらしい。
○「全国小学校英語教育実践研究大会」に向け、東工大との交流をさらに深め、すばらし
い成果を期待します。
○「一校一取組」は自己の記録向上のためでなく、全員で協力し合う事に大きな意味があ
ると思います。今後も続けて欲しいと思います。
○東工大生との交流を通して、自然にコミュニケーションを図れる様子がうかがえてとても
ほほえましい。また、東工大生が洗小からでてくる姿を見ると大変楽しそうで、うまく外国語
教育が進行していると思われる。下校時の子どもたちの中で英語の会話など聞かれること
がある。
○学校でプレゼンテーションの勉強ができるなど、ICT導入の効果がよく出ていたと思いま
す。　また、外部講師を呼ぶなどして、ランニングにも力を入れていたと思います。
○子供たちが外国語にふれる事は日常生活の一部になっている様子を授業を拝見し強く
実感いたしました。時代もあるのかと思いますが先生方の努力と工夫ある授業内容の成
果だと思いました。
○授業参観や行事、休み時間の児童と教員のようすから、高いレベルで取り組みが行わ
れていたと判断できる。外国語によるコミュニケーション力の向上も大いに期待できる。
○英語（外国語）教育の授業を見せて頂き、友達と１対１でやり取りしている姿に積み重ね
を感じた。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

３：
８５％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

○「進んでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」を研究主
題に外国語活動の研究を６年間積み上げてきた。東工大留学生と
の交流も成果を上げ、国際理解教育の推進が本校の特色となって
いる。新学習指導要領完全実施の来年度はさらに研究を深化さ
せ、令和３年１月２９日に「全国小学校英語教育実践研究大会」の
会場校として成果を発表する。
○科学教育の充実、ICT機器の活用（全教員週１回以上）は成果が
あった。来年度はさらに論理的科学的な思考力育成のための授業
やプログラミング教育について工夫・改善を推進する。
○授業だけではなく全教育活動において人権教育を進めるという
意識をもって様々な取組を行ってきた。来年度も互いの人権を尊重
し合える人間関係づくりを推進し、より高い人権感覚を醸成してい
く。
○「一校一取組」として「長なわタイム」「持久走タイム」を継続し、自
己の記録向上だけでなく学級全員で協力して記録向上を目指すよ
い取組だと感じている。
○「望ましい人間関係」に関する保護者アンケートでは、肯定的評
価が昨年よりも上がった。この信頼が今後も続くように、教育活動
の工夫・改善を進める。

○児童の学習習熟度が二極化している現状を踏まえて、これまで同様、児童１人ひとりへ
のていねいな対応を継続されることを望みます。
○「間違いやすい漢字」を自分で見つけて問題を作成したり、英語での会話を友人同士で
行っていたりしていた。このように、ただ座って聞くのみならず、「自分で問題を作ってみる」
「実際に会話してみる」などの実践的で楽しい「復習」を授業時間内に取り入れているので
伸びると思う。
○児童の学習習熟度は個人差があり、先生方の指導方法に大変な努力をされているの
がよくわかります。
○二極化については私たちにはわかりませんが、全体的に考えると決してレベルは低くな
いと思いますので、今のまま続ければ良いのではないでしょうか。
○算数教室ではグループワークなどを効果的に使って楽しく勉強できていたと思います。
○楽しく分かり易い授業を目指し様々な取組みをされている事がよく分かりました。
○習熟度を上げるためには、たくさんの成功体験が出来ると良いと思います。
○取り組みについては、継続的にかつ効果的に行われていると思われる。児童の学習へ
の取り組みが前向きであるところから評価できる。
○教員が一方的に教えるのではなく、児童が積極的に発言をしたり、児童同士、児童と教
員の対話が多い授業を見せて頂き、学習に対する意欲が感じられた。

３：
８５％
以上

２：
７５％
以上

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

１２月に実施する保護者
アンケート項目「学習し
たことを理解している」の
肯定的回答の割合

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

１：
７５％
以下

主体的・対話的で深い学びにつながる授業づ
くりを工夫する。

４：
９５％
以上
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○取組内容の全てを確実に実施することができた。しかし、児童の
学習の習熟度は二極化していることが現状である。それがアン
ケート結果が指標４に達成しなかった原因にもなっている。習熟度
の低い児童が意欲をもって学習に取り組むことができるよう、基礎
的・基本的な学習の定着を図ることが必要である。今後も、習熟度
別指導や補習での授業を工夫・改善したり、学級集団の特徴や児
童一人一人に合った、授業改善を図っていく。
○主体的・対話的で深い学びの実現に向け授業改善を図る取組を
実践してきた。来年度も、さらに、どの児童も意欲的に学習に取り
組むことができるよう、発展的な学習や課題解決的な学習を進めて
いく。そのために、教員の指導力を向上させるための研修等も組織
的・計画的に実施する。

○学校を訪ねる際に、多くの児童が「あいさつ」をしっかりされていることに好感をもちま
す。今後も、「あいさつ」をはじめとした「生活のきまり」を指導されていくことを期待します。
○6年生の「夢プロジェクト」では1人1人がパワーポイントを使いこなし、将来の夢を語って
いた。皆が素直にたのしく夢を話せるムードに満ちていた。
○1年生の「それっておかしいよ」では、1人1人が生活ルールのよくないやり方を書いてい
たが、単語ではなく全員が立派な文章を書いていたことに驚いた。
○子どもたちは本当に明るくのびのび生活しているように見えます。小中一貫は本当にす
ばらしい結果を生み出していると思います。
○いじめについては喫緊の課題と認識しております。家庭と学校が協力して改善していき
たいと思います。
○豊かな心の育成という大変難しい課題だと思いますが、引き続き目標の実現を目指し、
ご指導いただきたいと思います。
○道徳の授業研究を通して、一貫した心の教育を実施できる下地を作り実践できたと考え
る。
○人が社会で生きていくための土台となる自己肯定感を高める取り組みや工夫はとても
大切なことだと思う。自分自身を大切にし、好きだと思える気持ちが、他者へのやさしさ思
いやる気持ちにつながると思います。そのためには学校だけでなく家庭や地域との連携が
大切であり、必要だと感じています。
○チャイムがなくても時間を守り行動できていることは、自主性、見通しを持った行動につ
ながると思う。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

３：
８０％
以上プ

ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

１１月に実施する児童の
学習・生活アンケートの
項目「毎日学校で生活す
ることが楽しい」の肯定
的回答の割合

４：
９２％
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

２：
７０％
以上

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。 １：

７０％
未満

子どもたち一人一人が誰にでも明るく、元気に
挨拶ができるよう指導を工夫する。

3

○小中一貫教育では「生活のきまり」を共有し、スタンダードを確認
した。道徳の授業研究、わくわくでの連携、中学校体験、外国語授
業への中学校教員の協力、中学校への引継ぎなど、【徳】をテーマ
に石川台中学校との連携を深めることができた。
○自己肯定感を高める工夫や互いを認め合う学級集団づくり、「特
別の教科道徳」の授業改善、いじめの早期発見、早期対応、早期
解決の徹底、不登校児童についての対策、生命尊重週間等の取
組を行ってきたが、児童の学習・生活アンケート「毎日学校で生活
することが楽しい」項目の肯定的回答の割合は昨年度より下がり、
92％を達成できなかった。教師の学級経営力を高める等の対策を
立て、「未来への希望に満ちた豊かな心を育む」という目標の実現
を目指す。

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

１２月に実施する保護者
アンケートの項目「体力
の向上と危険防止の方
法を身に付けさせてい
る」の肯定的回答の割合

４：
９３％
以上

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

２：
７０％
以上

オリンピック・パラリンピック教育において、体
験や交流活動を取り入れ、重点的に育成すべ
き５つの資質を育てる。

１：
７０％
未満

4

○「早寝・早起き・朝ごはん」の取組は、家庭での協力もあり、一部
の児童を除いては望ましい生活習慣が確立している。
○休み時間を３０分間として、外で遊ぶことを奨励している。「一校
一取組」や学級での活動も工夫している。今年度は、「大田区小学
生駅伝」での記録が大幅に伸びた。
○「オリンピック・パラリンピック教育」の一環として、来年度観戦で
きる予定の種目についての体験活動を行うことができた。国際理解
教育や伝統・文化教育も継続して推進している。そのような体験的
な取組だけではなく、各教科、領域の中でも５つの資質を育てるよ
う計画し、実践していく。

○校庭が広くない環境でも、休み時間等で体を動かすことを促すことは大事な取組で、ぜ
ひ継続していただきたく思います。
○中休みに全校皆で校庭を走っていた。皆楽しそうだった。
○跳び箱の学習では、得意な子も不得意な子も楽しめるように、いろいろなコースが用意
されていた。
○体育の授業は児童が協力してゴールの設営などをしていて楽しそうだった。だらだら動
く子が全くおらず集中していた。
○体力向上のため「早寝 早起き 朝ごはん」に対する取組みが、学校と家庭との連携の功
を奏し、成果があったと思います。
○長縄、走ることを通して体力も向上し、ねばり強い元気な子に育つと信じています。
　オリパラの選手の実技を目の前で見たり聞いたりはすばらしいですね。
○30分休みや体育の時間、先生も一緒に走っているのでがんばっていると感じました。
○他校にはない30分休みの取組みにより、駅伝大会での記録の延びという結果につな
がった事は大変すばらしいと思います。
○明るく元気に走りまわる姿が前にも増して見られるようになった感じを受けた。
○休み時間を３０分にし、外で身体を動かして遊ぶことで体力の向上につながっていると
のこと。毎日の積み重ねの大切さを感じた。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

３：
８０％
以上

○校内委員会は月1回、定期的、計画的に実施している。その他に
も問題行動、不登校児童、いじめ、特別な支援が必要な児童、家庭
の問題を抱える児童など、様々な課題を抱える児童について、関
係諸機関とも連携して、課題があるときはすぐにケース会議を行
い、課題解決を図っている。
○各教員は積極的に校外の研修に参加し、そこで学んだことを報
告したり、資料を配ったりして、他の教員に還元している。校内で
は、OJT研修として、職層の異なる教員がペアになり、それぞれの
授業を見合って授業改善に取り組む研修、管理職や主任級教員
が、若手の教員に、生活や学習の指導や工夫について講義等を行
うスキルアップ研修を実施した。
○土曜授業公開にはほとんどの児童の保護者が来校した。「分か
りやすい授業をしている」は、7割近くの保護者がA評価だが、「活動
が充実している」の方は、それより低くなる。教室での授業でも、子
供たちが意欲的に学ぶ姿を見ていただきたいものである。どちらの
項目も肯定的評価となると9割を超える。

○学校公開授業に何日か参加させていただいておりますが、タブレットや電子黒板などを
有効に活用されている印象があります。
　今後も機器を工夫・活用されることで、児童の習熟度向上につながることを期待します。
○国語の「スーホの白い馬」の授業では、スライドも利用して、とても興味深く授業をしてい
た。(個人的な考えでしかないが)国語という科目はだれやすい(たいくつになりがち)なの
を、児童をひきつける話し方で導いておられた。
○「ビーンズハウス」は児童が生き生きして、それぞれの個性を生かしていて、見ている方
も楽しかった。材料の準備も大変だったと思うし、たくさんの作業を効率よくまとめていた授
業だった。
○書写の授業では、静かに上手に書いていた。名前の手本がラミネートで工夫を感じた。
○算数の授業では、1人が発言すると「正しいです」とみんなで言っていたのがよかった。
○先生方の努力は大変感じられ、学校公開でも授業が楽しいです。スキルアップしている
のが、教室の内外の掲示物などにも感じられます。
○「英語の洗足池小」が徐々に浸透してきています。先生たちの頑張りに感謝！
○先生方の努力のおかげで子供たちの目の輝きが増しているように感じられ、充実した学
校生活を送っていることを実感いたしました。
○報告から十分満足のいくレベルで実施できていると判断する。
○児童が積極的に授業に参加しているという印象を受けた。先生方の授業に対する工夫
を感じられた。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

３：
５５％
以上

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

学校公開日の保護者ア
ンケートで「分かりやす
い授業をしている」「活動
が充実している」の２項
目のＡ評価

４：
６０％
以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。 ２：

８０％
以上

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

１：
５０％
未満経験年数・職層の異なる教員のペアを組み、

メンターシップ研修を行うことで、メンティーは
学習指導力を、メンターは指導・助言の能力を
高める。

 ２：
５０％
以上

4

○学校だより、給食だよりは毎月ホームページに更新している。児
童の具体的な活動情報も月１回の更新はしているが、学年等によ
り多少の差がある。
○地域教育連絡協議会は年３回開催し、学校の取組やその評価に
ついて報告し、ご意見をいただいている。
○学校地域本部と連携し、年間を通じて「読み聞かせ」「外国語活
動補助」「スクールバンド補助」「わくわくスクール」等を地域の方に
お願いすることができた。また、「昔遊び」「七輪体験」等でもGTとし
て来ていただき、児童の関心・意欲を高め、効果的な授業を行うこ
とができた。
○東京工業大学留学生との交流はここ数年、年5回実施している。
4回は留学生が来校し、5,6年が案内、その後各学級での交流、給
食という流れで実施している。5回目は、留学生の日本語での発表
に5,6年生が訪ねていくという良い機会となっている。今後も、発展、
継続させていきたい。

○地域教育連絡協議会をはじめ、学校公開、地域での行事等で「地域に開かれた皆に親
しまれている学校」と感じております。
　今後も、家庭・地域と連携した教育活動をよろしくお願いいたします。
○東工大との連携は、留学生のみなさんにとっても楽しめる場となるよう工夫されていて
すごいと思う。
○洗足池近くの住宅地が校区なので、人の入れ替わりも少なく安定した土地柄で、代々洗
小、石中と育っていけたらと思う。
○HPが毎月更新されることで、様子がわかり、地域、学校とがより深い交流ができますよ
う地域の私たちも努力をしなければと思います。
○ずっと今のとおりで明るい楽しい学校作りに励んでいただきたいです。
○来年度はスポーツ祭り会場校になりますので、よろしくお願いします。
○共働きのご家庭が多い昨今、学校発信の情報は大変有難いものと思います。ホーム
ページの充実は欠かせないものだと思います。
○学校と地域との連携、東工大との交流、今後も期待しております。
○教育活動のようすがよく伝わってくる。保護者・地域の信頼度も高まっていると感じる。
○様々な活動、取組では、地域の力をうまく活用され、連携がとれていると感じる。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

３：
９０％

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

１２月に実施する保護者
アンケート項目「教育活
動に地域の力を生かし
ている」の肯定的回答の
割合

４：
９５％
以上

東京工業大学・地域と連携した教育活動を充
実させる。

１：
７０％
以上

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。


